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物

認

可

発行所

〒
一
〇
五
e

八
四
四
五

東
京
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港
区
虎
ノ
門
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四
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政
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定 価

一
ヵ
月
一
、五
九
六
円(

本
体
一
、五
二
〇
円)

本
号
一
部

一
三
六
円(

本
体

一
三
〇
円)

(

配

送

料

別)

Î
号
外

十
月
十
四
日
付
第
二
二
二
号
一

二
八
ペ
ー
ジ
×
同
日
付
政
府
調
達
第
一
九
三
号
四
〇
ペ
ー
ジ

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

正

誤

終
り
か
ら

一
〇
三
下

六
大
学
（
大
学
院
及

び
短
期
大
学
を
含

む
。）

大
学
（
大
学
院
及

び
短
期
大
学
を
含

む
。
以
下
同
じ
。）

一
〇
五
下
終
り
か
ら
一
六
認
め
る

定
め
る

「

三

八
一

」と
あ
る
の
は

「

三

八
一

」の
誤
り
。

平成™š年˜—月˜›日 金曜日 第œ�œ 号官 報
定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
付
で
株
券
を
発

行
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日

栃
木
県
下
野
市
仁
良
川
一
七
〇
〇
番
地

Ｓ
Ｍ
Ｃ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

山
田

晴
雄

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
付
で
株
券
を
発

行
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日

広
島
市
中
区
大
手
町
五
丁
目
二
番
二
二
号

株
式
会
社
共
立
ハ
ウ
ジ
ン
グ

代
表
取
締
役

八
幡

欣
也

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
付
で
株
券
を
発

行
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日

福
岡
市
南
区
柳
河
内
二
丁
目
一
一
番
三
七
号

株
式
会
社
エ
フ
・
デ
ィ
ー
・
イ
ー

代
表
取
締
役

高
木

偉

株
式
譲
渡
制
限
設
定
に
つ
き
株
券
提
出
公
告

当
社
は
、
定
款
を
変
更
し
て
譲
渡
に
よ
る
株
式
の
取
得

に
つ
き
会
社
の
承
認
を
要
す
る
旨
の
定
め
を
設
け
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、当
社
の
株
券
を
所
有
す
る
方
は
、

効
力
発
生
日
で
あ
る
平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
五
日
ま
で

に
当
社
に
ご
提
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日

福
島
県
い
わ
き
市
平
下
荒
川
字
諏
訪
下
三
六
番
地

の
一

株
式
会
社
ネ
ク
ス
ト
情
報
は
ま
し
ん

代
表
取
締
役

渡
邊

隆
志

限
定
承
認
公
告

本
籍
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
一
番
町
一
丁
目
一
一

番
、
最
後
の
住
所
宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
高
砂
一

丁
目
一
五
八
番
地
の
一
ブ
ル
ー
ハ
イ
ツ
高
砂
一
〇
二

被
相
続
人

亡

ˆ
橋

哲
也

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
死
亡
し
、

そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
日
仙
台
家
庭
裁

判
所
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の
相
続
債
権
者

及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し

出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日

宮
城
県
仙
台
市
若
林
区
志
波
町
三
番
一
e

七
〇
一

号

相
続
財
産
管
理
人

大
友

翼
瑳

限
定
承
認
公
告

本
籍
東
京
都
品
川
区
東
中
延
二
丁
目
三
九
一
番
地
、

最
後
の
住
所
東
京
都
品
川
区
小
山
二
丁
目
三
番
四
号

石
倉
荘
一
〇
二

被
相
続
人

亡

佐
藤

達
夫

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
三
年
六
月
十
七
日
死
亡
し
、

そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
三
年
十
月
四
日
東
京
家
庭
裁
判

所
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の
相
続
債
権
者
及

び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日

東
京
都
品
川
区
東
中
延
二
e

五
e

七
荏
原
酒
販
ビ

ル
五
〇
三

相
続
財
産
管
理
人

中
澤

琴
世

限
定
承
認
公
告

本
籍
三
重
県
松
阪
市
飯
高
町
七
日
市
五
五
〇
番
地
、

最
後
の
住
所
三
重
県
伊
勢
市
吹
上
二
丁
目
八
番
一
八

号

被
相
続
人

亡

殿
村

四
郎

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
五
日
頃
死
亡

し
、
そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
三
年
十
月
五
日
津
家
庭
裁

判
所
伊
勢
支
部
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の
相

続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二

箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間
内

に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日

愛
知
県
小
牧
市
光
ケ
丘
一
丁
目
五
〇
番
地
九

限
定
承
認
者

殿
村

猛

限
定
承
認
公
告

本
籍
大
阪
府
高
槻
市
富
田
町
一
丁
目
二
二
一
番
地

二
、
最
後
の
住
所
大
阪
市
住
之
江
区
南
港
中
五
丁
目

三
番
四
三
e

七
〇
八
号
市
住

被
相
続
人

亡

吉
田

豊
久

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
三
年
六
月
二
日
死
亡
し
、
そ

の
相
続
人
は
平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
七
日
大
阪
家
庭
裁

判
所
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の
相
続
債
権
者

及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し

出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日

大
阪
市
住
之
江
区
南
港
中
五
丁
目
三
番
四
三
e

七

〇
八
号
市
住

相
続
財
産
管
理
人

吉
田
千
代
子

取
得
条
項
付
新
株
予
約
権
の
一
部
の
取
得
及
び
取
得
日
の

通
知
公
告

当
社
は
、
左
記
の
と
お
り
、
当
社
の
取
得
条
項
付
新
株

予
約
権
を
取
得
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
公
告

し
ま
す
。記

一
、
取
得
す
る
取
得
条
項
付
新
株
予
約
権

当
社
発
行
の

第
一
回
新
株
予
約
権
、
第
二
回
新
株
予
約
権
、
第
三
回

新
株
予
約
権
及
び
第
四
回
新
株
予
約
権
の
う
ち
、
行
使

条
件
を
充
た
さ
な
く
な
っ
た
者
が
有
す
る
も
の
（
第
一

回
新
株
予
約
権
五
十
九
個
、
第
二
回
新
株
予
約
権
百
六

十
五
個
、
第
三
回
新
株
予
約
権
百
二
十
五
個
、
第
四
回

新
株
予
約
権
三
百
十
八
個
）

二
、
取
得
の
日

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日

平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
一
丁
目
一
九
番
一
九
号

株
式
会
社
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

代
表
取
締
役

齋
藤

正
秀

任
意
清
算
公
告

当
社
は
、平
成
二
十
三
年
十
月
六
日
を
も
っ
て
解
散
し
、

会
社
法
第
六
六
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
総
社
員
の

同
意
に
よ
り
定
め
た
財
産
の
処
分
の
方
法
に
従
い
清
算
を

い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
の
清
算
の
方
法
に
異
議
の
あ
る
債

権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
よ
り
一
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日

沖
縄
県
宮
古
島
市
平
良
字
下
里
一
五
一
〇
番
地
Ｃ
棟

陽
光
建
設
合
資
会
社

代
表
社
員

新
城

生
夫

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
優
先
資
本
金
の
額
を
金
一
億
四
千
六
百
二
十
万
円

（
た
だ
し
、
Ｂ
号
優
先
資
本
金
に
つ
き
金
一
億
四
千
六
百

二
十
万
円
）
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
の

要
旨
は
平
成
二
十
三
年
四
月
十
八
日
付
官
報
の
号
外
第
八

十
二
号
四
十
八
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
丁
目
一
三
番
一
〇
号

相
模
原
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
特
定
目
的
会
社

取
締
役

松
澤

和
浩

出
資
一
口
の
金
額
の
減
少
公
告

当
組
合
は
、
平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
四
日
開
催
の
定

時
総
会
に
お
い
て
、
出
資
一
口
の
金
額
を
一
万
円
か
ら
五

千
円
に
減
少
す
る
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

こ
の
決
議
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
組
合
の
直
近
の
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表

は
、
当
組
合
事
務
所
に
備
え
置
い
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日

青
森
県
北
津
軽
郡
板
柳
町
大
字
板
柳
字
土
井
三
八

一
番
地
三
号

農
事
組
合
法
人
り
ん
ご
連
第
二
冷
蔵

理
事

小
田
桐
慶
一

平
成
二
十
三
年
八
月
五
日
（
号
外
第
百
七
十
一
号
）
公

布
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
三
号
（
精
神
障
害
者

の
保
健
及
び
福
祉
に
関
す
る
科
目
を
定
め
る
省
令
）

（
原
稿
誤
り
）

平
成
二
十
三
年
八
月
五
日
（
号
外
第
百
七
十
一
号
）
公

布
厚
生
労
働
省
令
第
百
三
号
（
精
神
保
健
福
祉
士
法
施
行

規
則
及
び
精
神
保
健
福
祉
士
短
期
養
成
施
設
等
及
び
精
神

保
健
福
祉
士
一
般
養
成
施
設
等
指
定
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
）

（
原
稿
誤
り
）

（
印
刷
誤
り
）

一
〇
七
ペ
ー
ジ
上
段
終
り
か
ら
四
行
目
中

平
成
二
十
三
年
八
月
五
日
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
七

十
九
号
（
精
神
保
健
福
祉
士
短
期
養
成
施
設
等
及
び
精
神

保
健
福
祉
士
一
般
養
成
施
設
等
指
定
規
則
第
五
条
第
一
号

ヲ
及
び
精
神
障
害
者
の
保
健
及
び
福
祉
に
関
す
る
科
目
を

定
め
る
省
令
第
一
条
第
八
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣

が
別
に
定
め
る
基
準
）

（
印
刷
誤
り
）

一
三
ペ
ー
ジ
下
段
四
行
目
と
五
行
目
の
間
、
一
五
行
目

と
一
六
行
目
の
間
、
一
六
行
目
と
一
七
行
目
の
間
、
一
七

行
目
と
一
八
行
目
の
間
、一
八
行
目
と
一
九
行
目
の
間
を
、

そ
れ
ぞ
れ
一
行
空
け
る
。
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